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地方へのＵターン者確保に関する考察 
 東洋大生の能登ゼミ活動から見えてきたこと  
 




て 2012 年から毎年 9 月に石川県奥能登において「能登ゼミ」を実施してきた。毎回 12 名から
15 名の学生が参加し約 10 日間のゼミ活動を通して奥能登のコミュニティについて学んできた。
都市生活者であるゼミ生が、調査活動を通して都市にはない地域社会のあり方を目の当たりにし











































3．能登ゼミ生から 4 名のＩターン者が誕生 
 「能登ゼミ」1 期生の中から 3 名の女子学生が奥能登に就職を決めた。Ｓさんは珠洲市の地域
づくり会社に、Ｃさんは輪島市の漆器工房に、Ｆさんは七尾市の老舗旅館にそれぞれ就職した。3
人とも東京で就職活動をしたが、それでも最終的には能登に就職を決めた。 
7 期生の男子学生は、「能登ゼミ」に参加した後、1 年間日本語パートナーズとしてタイに 1 年
間滞在し、帰国後 2019 年 6 月に在学中であるが加賀市の地域おこし協力隊として採用された。 
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